
那覇市議会会議規則の一部を改正する規則

那覇市議会会議規則(昭和47年那覇市議会規則第3号)の一部を次のように改正する。

改正前 改正後

(起立による表決) (起立等による表決)

第70条 議長が表決をとろうとするとき

は、問題を可とする者を起立させ、起立

者の多少を認定して可否の結果を宣告す

る。

第70条 議長が表決をとろうとするとき

は、問題を可とする者を起立又は挙手さ

せ、起立者又は挙手者の多少を認定して

可否の結果を宣告する。

2 議長が起立者の多少を認定しがたいと

き又は議長の宣告に対して出席議員3人

以上から異議があるときは、議長は、記

名又は無記名の投票で表決をとらなけれ

ばならない。

2 議長が起立者又は挙手者の多少を認定

しがたいとき、又は議長の宣告に対して

出席議員3人以上から異議があるときは、

議長は、記名又は無記名の投票で表決を

とらなければならない。

3 第1項及び第76条ただし書の規定にかか

わらず、議長が必要があると認めるとき

は、電子表決システムにより表決をとる

ことができる。

4 電子表決システムにより表決をとると

きは、問題を可とする者は賛成のボタン

を、問題を否とする者は反対のボタンを

押すものとする。

(簡易表決) (簡易表決)

第76条 議長は、問題について異議の有無

を会議に諮ることができる。異議がない

と認めるときは、議長は、可決の旨を宣

告する。ただし、議長の宣告に対して、

出席議員3人以上から異議があるときは、

議長は、起立の方法で表決をとらなけれ

ばならない。

第76条 議長は、問題について異議の有無

を会議に諮ることができる。異議がない

と認めるときは、議長は、可決の旨を宣

告する。ただし、議長の宣告に対して、

出席議員3人以上から異議があるときは、

議長は、起立又は挙手の方法で表決をと

らなければならない。

(起立による表決) (起立等による表決)

第131条 委員長が表決をとろうとすると

きは、問題を可とする者を起立させ、起

立者の多少を認定して可否の結果を宣告

する。

第131条 委員長が表決をとろうとすると

きは、問題を可とする者を起立又は挙手

させ、起立者又は挙手者の多少を認定し

て可否の結果を宣告する。

2 委員長が起立者の多少を認定しがたい

とき又は委員長の宣告に対して出席委員

から異議があるときは、委員長は、記名

2 委員長が起立者又は挙手者の多少を認

定しがたいとき、又は委員長の宣告に対

して出席委員から異議があるときは、委



又は無記名の投票で表決をとらなければ

ならない。

員長は、記名又は無記名の投票で表決を

とらなければならない。

3 第1項及び第137条ただし書の規定にか

かわらず、委員長が必要があると認める

ときは、電子表決システムにより表決を

とることができる。

4 電子表決システムにより表決をとると

きは、問題を可とする者は賛成のボタン

を、問題を否とする者は反対のボタンを

押すものとする。

(簡易表決) (簡易表決)

第137条 委員長は、問題について異議の有

無を会議に諮ることができる。異議がな

いと認めるときは、委員長は、可決の旨

を宣告する。ただし、委員長の宣告に対

して、出席委員から異議があるときは、

委員長は、起立の方法で表決をとらなけ

ればならない。

第137条 委員長は、問題について異議の有

無を会議に諮ることができる。異議がな

いと認めるときは、委員長は、可決の旨

を宣告する。ただし、委員長の宣告に対

して、出席委員から異議があるときは、

委員長は、起立又は挙手の方法で表決を

とらなければならない。

備考

1 改正前の欄中下線が引かれた部分(以下「改正部分」という。)に対応する改正後の欄

中下線が引かれた部分(以下「改正後部分」という。)がある場合には、当該改正部分

を当該改正後部分に改める。

2 改正後部分に対応する改正部分がない場合には、当該改正後部分を加える。

   付 則

この規則は、平成25年4月1日から施行する。


